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市 の 人 口 
	

男 25,596人 
	

世 帯 数 	14,385 

	

52.724 人 
	

女 27,128人 
	

（昭和54年12月I日現在）住民基本台帳から 

勇壮にまとい振り 

布消防団出初め式 

市消防団（高橋清徳団長）の出初め式はI月 5日、吹

雪のなか平和町通りを会場に10大隊、740人とポンプ車な

ど30台が出動して行われました。 

寺田市長が勢ぞろいした団員の観閲を行ったあと、総

指揮者の高橋団長が人員報告、さらに服装、機械器具の

点検をし堂々の分列行進を展開しました。 

お祭り広場では、国旗掲揚に次いで恒例のまとい振り

を披露、市長の講評のあと高橋団長が、 「市民の生命と

財産を守るため今年もがんばって下さい」と訓示をしま

した。 

〔写真一お祭り広場でのまとり振り〕 
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ロ
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日
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時
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分
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ら
十
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五
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の
五
分
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市
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レ
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広
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消
費
者
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映
写
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損
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建物から落ちる“ 

雪や氷による危険の防止極 
・．, 

屋根に積もった雪、氷、つららなどが落ちて、歩行者がけがをした例も多くあります。また、屋根

につけてある雪のすべり止めがこわれて、一度に雪が落ちたため、その下を歩いていた人が死亡する

という不幸な事故が起き、建物管理者も損害賠償の責任を問われたという例もあります。 

雪の始末については、皆さんも、いろいろとご苦労をされていると思いますが、冬の生活を円滑に 

	

ー 	し、このような事故を無くすために、とくに次のことにご注意いただくようお願いします。 

	

マ 	⑨道路や隣地に屋根の雪が落ちるような建物には、落雪などによって事故が起こらないよう、丈夫な 

雪のすべり止めをつけるようにして下さい。 

＠たとえ、雪のすべり止めがつけてあっても、強さが足りなかったり、針金などが、さびて古くなっ 

たりして、こわれ落ちることもありますので、雪が多くなる前に、必ず点検し、悪いところがあれ 

ば、早く修繕するようにして下さい。 

⑥屋根の雪、氷、つららなどは、気温の上昇や、降雨のあったときは、とくに落ちやすくなっていま 

すので、早めに取り除くようにして下さい。 

雪下ろしなどする場合は、歩行者などに危険のないよう十分に注意して下さい。 

⑨屋根から大量の雪が落ちたときは、すぐ事故がないかどうか点検するとともに、歩行者の通行の支 

障にならないよう処理するようにして下さい。 

＠敷地内の雪を道路に出しますと、歩行者などが迷惑しますので、出さないようにして下さい。 

道路に面した屋根勾配の建物はとくに注意が必要です。屋根面の雪及び軒先の

氷は早めに取り除き、危害を未然に防止するようにして下さい。 

第3回消費者講座 

弓 母
と
子
の
消
費
者
教
育
 

▽
と
き
 
一

月
二
十
五

日
（
金
）
午
 

か
ら
三
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公

民
館
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タ
ー
等
、
市
の
施
設

へ
の
物
品
納
入
を
希

望
さ
れ
る
業
者
は
、
 

登
録
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
間
 
一
一

月
一
日
か
ら
二
月
一
一
 

f
 

報
舞
繊
轄
“
轄
鵬
響舞
糾
 

十
九
日
ま
で
 

ロ
受
付
場
所
 
市

財
政
課
（
本
庁四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
業

者
登
録
申
請
書
、
納

税
証
明
書
、
営
業
証

明
書
各
一
部
。
（
登録
 

ニ
月
十
日
（
日
）
 

〇
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

午
後
一
時
 
お
ま
つ
り
 

広
場
 

〇
ズ
グ
リ
回
し
大
会
 

午
後
一
時
 
お
ま
つ
り
 

広
場
 

〇
タ
・コ
あ
げ
大
会
 

午
後
一
時
 
岩
木
川
原
 
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

（
特別
参
加
）
小
幡
の
 

五
十
枚
タ
コ
 

一
一月
十
一
日
（
祭
日
）
 

〇
歌
謡

・
津
軽
民
謡
・
津
軽

民
謡
手
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル

午
前
九
時
三
＋
分
 
市

民
文
化
会
館
 

皇
 

会
 
期
 
中
 

〇
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル

（
市内

一
円
）
 

題
材

・
大
き
さ
は
自
由

主
催
 
五
所
川
原
市
観
光
協
会

ロ
お
間
い
合
せ
・
申
込
先

一
月
三
十

一
日
ま
で
市
商
工

観
光
課
（
廿
⑤
一
二
一
一
番
一

内
線
二
五
九
番
）
 

算
し
た
金
額
の
延
滞
金
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
か
っ
た
と
き
、
督
促
状
が
出

さ
れ
、
督
促
手
数
料
と
し
て
一

通
に
つ
き
五
十
円
徴
収
さ
れ
ま
 

昭
和
五
十
五
年
度
に
耕
地
事

業
を
実
施
す
る
土
地
改
良
区
等

の
団
体
は
、
次
の
事
項
を
ご
留

意
の
う
え
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

▽
申
請
期
間
 
一
月
十
五
日

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
 

▽
申
請
用
紙
 
市
土
地
改
良

課
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

▽
補
助
対
象
事
業
 
①
農
道

整
備
（
補
修
、
新
設
、
改
良
、
 

,
 

ロ
募
集
期
間

一
月
一
日

ー
 

三
月
三
十

一
日

ま
で
 

ロ
試
験
期
日

募
集
期
間
中

随
時
（
受
付
時

に
通
知
）
 

ロ
試
験
場
 

五
所
川
原
募

集
事
務
所

（
五

所

川
原
市
末
広

町
二
九
ー
四
）
 

鵬
 

す
。
 

市
税
を
未
納
の
方
は
、
速
や
 

か
に
完
納
し
滞
納
の
解
消
に
ご
 

協
力
下
さ
い
。
 

（
市収
納
課
）
 

橋
梁
、
他
）
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設

改
良
、
他
）
 

③
事
業
費
十
万
円
以
下
の
小

災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

▽
補
助
対
象
者
 
二
人
以
上

の
共
同
施
行
、
土
地
改
良
区
、
 

農
業
協
同
組
合
等
。
 

市
で
は
、
五
十
五

年
度
に
使
用
す
る
物

品
の
調
達
業
者
の
登

録
更
新
を
次
の
と
お

り
受
付
け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中

央
病
院
、
給
食
セ
ン
 

昭
和
五
十
五
年
度
 

に
市
が
発
注
す
る
工
 
付

事
の
入
札
に
参
加
を
 
受

希
望
す
る
建
設
業
者
 
春
」
 

は
、
次
の
要
領
で
手
 

者

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

業

◇
 
受
付
期
間
 

札

二
月
一
日
か
ら
二
 

入

月
二
十
九
日
ま
で
。
 

・
●ー

 

◇
 
提
出
書
類
 

立
兄

①
建
設
工
事
入
札
 

r工

参
加
資
格
審
査
申
請
 

ヒ
臣

書
（
建
設
省
統

一
様
 
→す

式
）
②
建
設
業
許
可
 

市
税
は
、
税

目
別
に
よ
り
納

期
限
が
異
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
納
期
限

ま
で
に
完
納
し

な
い
と
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら

納
付
の
日
ま
で

の
期
間
、
日
数

に
応
じ
年
一
四
・

六
％
（
た
だ
し

納
期
限
の
翌
日

か
ら

一
月
を
経

過
す
る
日
ま
で

の
期
間
は
年
七
 

・

三
％
）
の
割

合
を
乗
じ
て
計
 

納
期
後
の
納
税
に
は
 

自衛隊 

ニ等陸・海・空士を募集 

督
促
手
数
料
等
が

加
算
 

耕
地
事
業
申
請
の
お
知
ら
せ
 

申
請
用
紙
は
財
政
課
 

に
あ
り
ま
す
。）
 

な
お
、
詳
し
く
は
 

財
政
課

（
。⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
三
一

六
番
）
へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

証
明
書
、
③
主
要
取

引
金
融
機
関
名
、
④

納
税
証
明
書
、（国
税

県
税
、
市
税
）
⑤
印

鑑
証
明
書
、
⑥
建
設

業
退
職
金
共
済
組
合

加
入
証
明
書
、
⑦
技

術
者
名
簿
、
⑧
建
設

機
械
器
具
名
及
び
数

量
 ◇

 
提
出
先
 

市
建
設
課
庶
務
係
 

n
⑤
二
一
一
一
番

内
線
二
二
八
番
）
 

納
入
業
者
の
登
録
を
受
付
け
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製
造
業
の
み
な
さ
ん
 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

議
 

危
険
で
す
ノ
線
路
は
横
切
ら
な

い
で
下
さ
い
 

二
月
一
日
現
在
で
農
業
経
営
、
 

林
業
経
営
を
行
う
全
て

の
事
業

体
を
対
象
に
、
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

昭
和
二
十
五
年
以
来
十
年
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
各
農
家
・
林
家

の

耕
作
面
積
や
山
林
面
積
及
び
そ

の
経
営
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
 

そ
の
調
査
結
果
は
、
各
種
農
林

業
振
興
施
策
を
推
進
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
 

と
く
に
、
昨
今
内
外
の
経
済

状
勢
を
反
映
し
て
、
様
々
な
困
 
 

難
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
わ

が
国
農
林
水
産
業
に
と
っ
て
、
 

今
回
の
調
査
は
、
さ
ら
に
積
極

的
な
施
策
を
図
っ
て
い
く
う
え

で
、
大
変
大
切
な
調
査
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

一
月
下
旬
に
 

調
査
員
が
訪
間
 

皆
さ
ん
の
お
宅
に
は
、
 一
月

下
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
、
 

農
業
・
林
業
に

つ
い
て
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
質
問
い
た
し
ま

す
が
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
（
今

井
光
男
所
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
 

河
川
海
岸
の
環
境
の
美
化
に
卒

先
し
て
協
力
し
た
次
の
四
団
体

に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

十
二
月
二
十
八
日
、
寺
田
市

長
が
感
謝
状
と
記
念
品
を
伝
達
、
 

「
み
な
さ
ん
の
運
動
の
輪
が
次

々
広
が
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
励
ま
し

ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
寺
町
岩
木
町
町
内
会

（
福

士
孝
一
会
長

）
ロ
綿
町
老
人
ク

ラ
ブ

（
長内
唯
六
会
長
）
ロ
松

島
町
老
人
ク
ラ
プ

・
仲
良
し
会
 

（
伊
藤
ョ
キ
代
表
）
ロ
平
和
町

子
供
会
（
境
谷
信
隆
会
長
）
 

解

い
た
だ
き
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
し
た
事
項
は
、
統
計

資
料
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
わ

れ
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
目
的

例
え
ぱ
個
人
の
課
税
資
料
等
に

使
う
こ
と
は
、
絶
対
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
あ
り
の

ま
ま
を
お
答
え
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に

つ
い
て
詳
し

い

こ
と
は
、

市
総
務
課

企
画
室
 

（
。⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
」
1
 

一
九
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

最
近
国
鉄
五
所
川
原
駅
構
内

の
線
路
を
横
切
る
人
が
増
え
、
 

列
車
事
故
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

と
く
に
、
駅
か
ら
鎌
谷
踏
切

間
の
北
部
土
地
改
良
区
事
務
所
、
 

駅
構
内
等
の
線
路
を
横
切
り
、
 

駅
東
部
か
ら
駅
前
や
弥
生
町
に

出
て
く
る
人
が
目
立
ち
ま
す
。
 

線
路
の
横
断
は
危
険
で
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
列
車
の
思

わ
ぬ
事
故
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
ぜ
ひ
踏
切
を
渡
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

（
国
鉄
五
所
川
原
駅
）
 

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
 

今
年
も
恒
例
の
「
工
業
統
計
調

査
」
 
が行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の

調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
の
お

忙
し

い
中
を
調
査
員
が
お
伺
い

し
て
い
ま
す
が
、
ご
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査

に
よ
っ
て
、
 

わ
が
国
の
製

造
業
の
実
態

や
製
造
活
動
 

の
現
状
が

明
ら
か

に
な
る
ほ

か
、
調
査
の
デ

ー
タ
は
製
造
業

の
み
な
さ
ん
が
各
種
製
品
の
生

産

・
販
売
プ
ラ
ン
を
お
立
て
に

な
る
場
合
の
参
考
に
な
る
の
を

は
じ
め
、
た
と
え
ば
、
都
市
開

発
や
下
水
道
計
画
の
資
料
と
な

る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
民
生
 

字
奨
励
金
月
額
六
千
円
貸
与
 

（卒
業
時
免
除
）
 

ロ
授
業
料
等
 
授
業
料
、
 

そ
の
他
納
付
金
は
、
月
額
一
一
 

活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下
さ
 

い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て

い
ま
す
。
 

〔
甲
調
奮
 
従
業
員
三
十
人

以
上
の
事
業
所
の
調
査

（
1
7項

目
）
 

〔
乙
調
曹
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
の
調
査

（
1
3
 

項
目
）
 

ロ
詳
細
 
五
所
川
原
高
等

学
校

（
n
⑤
三
〇
七
三
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

〔
丙
調
査
〕
製
造
業
の
本
店
 

・

本
社
を
調
査
す
る
も
の
で
①

二
つ
以
上
の
製
造
工
場
を
経
営

す
る
企
業
の
本
店
・
本
社
②
製

造
工
場
と
別
の
場
所
に
あ
る
企

業
の
本
店
・
本
社
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
す
（

1
2項
目
）
 

な
お
、
主
 

な
調
査
項
目
 

●

・J
ン

ー
 

は
、
事
業
所
 

ー
ノ
『
ノ
‘
 

名
、
従
業
者

数
、
原
材
料

お
よ
び
燃
料

使
用
額
、

製
造

品
出
荷
額
、
有
形
固
定
資
産
投

資
総
額
な
ど
で
す
。
 

な
お
、
調
査
に

つ
い
て
不
明

の
点
は
、
市
総

務
課

企
画
室
 

（
。⑤
二
一
一
一
番
・
内
線
三

一
九
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下

さ
い
。
 

ロ
年
齢
 

問
い
ま
せ
ん
。
 

千
一
ニ百
円
 

（三
十
歳
以
上
で
も
可
。）
 

ロ
入
学
願
書
受
付
け
 
一
一

ロ
教
科
書
 
無
償
配
布
 

月
八
日

（
金
）
と
一
月
＋
五

口
修
学
奨

励
金
 
定
通
修
 

日

（
金
）
ま
で
 

五
高
定
時
制
生
徒
を
募

集
 

平和町子供会などに感謝状 

ー 環境の美化に協力 

世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
 

ニ
月
一
日
現
在
で
調
査
 

各
ミ
舞
喜

，

！
柵
曹

‘
曹

曹
篇
●
中

三
 

．
『
、
‘．
，
、‘
■
，、L
．
『
、‘
，
、
‘
，
、
‘
，
、
‘
■
，
、
‘
，
，、
‘
■
，
、
‘
．
，
、‘
■
，
、L
.，
、
‘
■
，、
‘
，
、
‘
■
，
、
‘
●
、
‘
●
、
、

、
、

、
‘
●
●
、
‘
●
，、
‘
●
●
、
‘
●
●
、‘
●
、
‘
■
●
、
L
●
●
、L
●
●
、
‘
●
，
、
‘
●
●
、L●
『
、‘
．
，、
‘
●
，、
‘
■
●
、
L
●
●
、
‘
．
，
、
‘
．
，
、
 

戸
 



科
科

科

科
科

院
院
院
所

院
院
院

科
科

院

科
院
院
 

庫
医
医
医療
」
医
医
「
「？
」
轟
 

科
 

堂
木
診
 

J
 

腸

腸

J
 

ロ
”
 
ケ
 H
 

・
 

・
 

《J
 

平

藤
 
日

J
l
 日
 村
 

崎

戸
水
村
 
北
 

兼
 
佐
江
復
佐
森
 
木
松

阿

川

白
清

中

増
西
 

麻
疹
予
防
接
種
指
定
医
療
機
関
 

対 馬 内 科小 児 

都 谷 森 小 児 

カ ク 小 児 

兼
 
平
 
内
科
小
 
児
 

佐
藤
 
内
 
科
 
小
 
児
 

内
内
渡
 
内

野

部
胃

胃
外

整

田
中
 

街
頭
献
血
に
ご
協
力
を
 

月 	日 対象保育所（園） 面 	接 	場 	所 

1月21日月） 七 和 保 育 園 羽野木沢公民館 

1月21日月、 長 橋 保 育 園 長 橋 支 所 

1月22日閃 藻 川 保 育 園 藻川 公民館 

1月22日火 三 好 保 育 園 三 好 支 所 

I月23日水 中 川 保 育 所 中 川 支 所 

1月24日困 
若 葉 

たかたて保育園 

保 育 園 
飯 詰 支 所 

1月25日金 
まっしま団地保育園 

津軽野 保 育 園 
松 島 支 所 

1 月28日月） 

五所川原保育園 

第一さっき保育聞 

第二さっき保育園 

さ く ら 保 育 園 

か ま や 保 育 園 

新宮団地保育園 

市民文化会館 

1月29日突 

栄 	保 	育 園 

な お み 保 育 園 

梅 田 保 育 園 

コミュニテイ・センターさかえ 

程
 

日
 

接
 

面
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ニ
十
歳
に
な
っ
た
ら
 

国
民
年
金
に
加
入
を

ー
 

市
福
祉
事
務

所
で
は
、
五
十

五
年
度
保
育
所
 

（
園
）
入
所
児

童
申
請
者
の
面

接
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
 

ロ
面
接
時
間

い
ず
れ
も
午
前

九
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
 

ロ
持
参
す
る

も
の
 
昭
和
五

十
四
年
度
の
源

泉
徴
収
票
及
び

市
民
税
、
固
定

資
産
税
納
付
書
、
 

保
険
証
等
 

十
二
月
十
五
日
、
 一
月
一
日

発
行
の
市
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市

で
は
次
の
日
程
で
麻
疹
（
は
し

か
）
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
 

ロ
対
象
幼
児
 
昭
和
五
十
一
一

年
四
月
二
日
ー
昭
和
五
十
三
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
 ロ

実
施
期
間
 
二
月
一
日

ー
 

二
月
十
二
日
ま
で
 

ロ
指
定
医
療
機
関
 
下
記
の

と
お
り
で
す
。
 
（
下
記
以
外
の

医
療
機
関
で

は
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
）
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 
「や
け

ど

（と
く
に
応
急
処
置

）
」
 
に

つ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
一
月
二
十
五
日
（
金
）
 

午
後
一
時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、

五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

わ
が
国
で
は
、
二
十
歳
に
な

る
と
成
人
と
し
て
多
く
の
権
利

が
認
め
ら
れ
、
併
せ
て
い
ろ
い

ろ
な
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

国
民
年
金

に
加
入
す
る
の
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

国
民
年
金
は
、
農
業
、
漁
業
、
 

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
従
事

し
て
い
る
人
と
、
そ
の
家
族
の

た
め
に
創
設
さ
れ
た
年
金
制
度

で
す
。
 

こ
の
制
度
に
加
入
し
、
納
付
 

（
免除
）
す
れ
ば
、
歳
を
と
っ

た
り
、
障
害
者
や
母
子
世
帯
等
 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
」
 

号
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
 

行

い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

▲
と
き

・
と
こ
ろ
 
二
月
七
 

日

（
木
）
 

＠
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
正
午

ま
で
 

五
所
川
原
保
健

所
前
 

O
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
三
時

ま
で
 

に
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
て
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
と

も
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
よ

う
。
加
入
の
手
続
き
は
、
市
社

会
課

・
国
民
年
金
係
（
本
庁
一
一

階
）
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。
 

鷲
 

栄
町

・
尾
崎
自
動
車
前
 

▲
と
き

・
と
こ
ろ
 
二
月
一
一

十

一
日
（
木
）
 

⑨
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午

ま
で
五
所
川
原
保
健
所
前
 

＠
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時

ま
で
広
田
、
木
村
石
油
商
会
広

田
給
油
所
前
 

ロ
母
子
健
康
手
帳
 
必
ず
ご

持
参
下
さ
い
。
 

「保育所（園） 
~ 一ー入所申請者の面接 

 

麻
疹
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
 

み
ん」
醜
纏

博
さ
い
」
 



市立図書館 
どうぞご利用下さい 

子どもの成長と読書 
日本子どもの本研究会 

本はぼくらの友だち 
新井 竹子 

ふみくら 	朝日新聞学芸部 

み A な素敵な人ばかり 
檀 ふみ 

場外の王者 	黒岩 重吾 

春のかけら 	津村 節子 

江口の里 	有吉佐和子 

鬼が来た 	 長部日出雄 

浅の川暮色 	五木 寛之 

赤糸で縫いとられた物語 
寺山 修司 

執念の家譜 	永井 路子 

蜜航船水安丸 新田 次郎 

太行山脈 	平井 信作 

花守の記 	水上 勉 

神話の構造 	吉田 敦彦 

悠久の大地に立って 
池田 大作 

現代の解説 	平田 精耕 

秘境ムスタン潜入記 

高橋 

サハラ横断 飯田 望 

昭和史の中で 越谷 政一 

妻として母として女として 
波多野勤子 

OPECの内幕 
日本経済新聞社 

故郷喪失の時代 津村 節子

開高 健 

葬 女 

古
同
 

林檎の本 	櫛引 博敬 

昧覚三味 	辻 嘉‘ 

特許出願法 	豊沢 豊雄 

石油の実際知識 藤沼 茂 

開
 

開口閉ロ 

小さなジョーの物語 

大原 

午後のヴェランダ 渡辺 

富枝

淳一 

娘と私の時間 佐藤 愛子 

悲しみの歌 	遠藤 周作 

夜叉神堂の男 杉本 苑子

身上相談の女 

おとうと 	幸田 文 

蜜 約 	津地 久枝 

結婚の貌 	三浦 哲郎 

女の国籍 上・下 邸 永 漢 

知らなかったおしゃれ 
モレシヤン・フランソワーズ 

暮らしのアイデア帖 
内藤三重子 

娘に伝えるかあさんの煮物 
大滝富美子 

日本の巨木 	八木下 弘 

にぎやかな遊歩道 向井 敏 

地域を生かす商法 佐藤 仁威 

わたしの渡世日記 高峰 秀子 

節
約
は
 
日
本
の
課
題
 
我
が
家
の
課
題
 

み
ん
な
で
や
ろ
う
五
％
石
油
節
約
を
 

も
の
を
大
切
に
す
る
県
民

運
動
推
進
会
議
 

五
十
四
年
度

の
三
期
分

ま
で

の
保
険
料

は
も
う
納
め
ま
し
た

か
。
納
め
忘
れ
が

な
い
か
、

も

う
一
度

お
調

べ
下
さ
い
。
 

も
し
、

期
限
ま
で
に
保
除
料

を
納
め
て
お
り
ま
せ
ん

と
、
事

故
に

あ
っ
た
場
合

の
障
害

年
金
、
 

母
子
年
金
、

遺
児
年
金
等

各
種
 
 

の
年
金

は
受
け
ら
れ

な
い
し
、
 

将
来
老

齢
年
金
も

受
け
ら
れ

な

く
な
り

ま
す
。
 

そ
ん

な
と
き
、

あ
わ

て
て
保

険
料
を

納
め
て
も
間

に
合

い
ま

せ
ん

の
で
、

保
険
料

は
必
ず

期

限
ま
で

に
納
め
て
下

さ
い
。
 

「
清
掃
ご

よ
み

」
 

色

分
け

の
訂

正
 

の
お

願
い
 

昭
和
五

十
五
年
清
掃
ご

よ
み

を
各
家
庭

に
配
布

し
ま
し
た
が
、
 

収
集
町
内

の
ら
ん
で

収
集
日

の

色
分

け
に
あ
や

ま
り
が

あ
り
ま

す
の
で
、

次
の
よ
う
に
訂

正
し

て
下
さ
い
。
 

火
・
金
の
赤
色
を

茶
色
と
す

る
。
 
 

こ
に
（
唾
”
「
！
」
三
二
二
三
事

了
ー
 
ー
 

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
次
の

言
才
）
《？
オ
名
ー
 
シ
ヅ
「
一
 斗
三
「
 
控
除
が

受
け
ら
れ

る
人
 

日
雑
損
控
除

…
災
害

な
ど

で
住
宅
や
家
財
に
損
害
を

受
け
た
人
 

口
医
療
費

控
除

…
本
人

や

扶
養
家

族
が
病
気
に

な
り
、
 

多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
 

税
金

の
還
付

を
受
け
る
た
め
 

の
確
定
申

告
は
二
月
十
六

日
 

た
人
 

よ
り
前
で

も
受
付

け
て
い

ま
 

日
住
宅
取
得

控
除

ー
二
定
 

す
。

例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
 

の
要
件
に
当

て
は
ま
る
住
 

人
は
確
定
申

告
を
す
る

と
納
 

宅
を
新
築
し

た
り
、

新
築
 

め
過
ぎ

に
な
っ

て
い
る
税
金
 

住
宅
を

購
入

し
た
人
 

が
戻
り
ま
す
。
 

二
 
年
の
中
途
で

退
職
し
、
 
 

進
学
資

金
の
準

備
に
 

学
資
保
険

・
進
 

学
積
立
貯
金
を
 

ロ
学
資
保
険
 
十

五
歳
満
期

と
十
八

歳
満
期

の
二
種
類
が

あ

り
加
入

年
齢
は
零

歳
か

ら
十
一
一

歳
ま
で
で
、

何
歳
で
加
入

し
て

も
十
五

歳
ま
た
は
十
八

歳
満
期

と
な
り

ま
す
。
 

ロ
進
学

積
立
貯
金
 

毎
月
一

万
円
か
ら
四

万
円
ま
で

一
年
以

上
三
年
間
積
立
て
し
、

最
高
五

十
四

万
円
と
な
り

ま
す
。

こ
の

制
度

は
、
貯
金
額
と
同
額

の
貸

付
も
受
け
ら
れ

ま
す
か

ら
百
八

万
円
ま
で
学

資
金
と
し
て
利

用

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
も
よ

り

の
郵
便
局

に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

（
五
所
川
原
郵

便
局

）
 

そ
の
後

就
職
し

な
か
っ

た
た

め
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ

た
人
 

三
 
予

定
納
税
を

し
て
い

た

が
、

休
業
や
廃
業

な
ど

で
所

得
が
前
年
よ
り
大

幅
に
減
っ

た
人
 

確
定
申

告
を
す
る
と

き
は
、
 

家
族
な
ど
所
定
事
項
を

記
載

す
る

と
と
も
に
、

申
告
書

に

添
付
し

た
り
、

提
示
す
る
書

類
も
あ
り

ま
す
。

詳
細
は
税

務
相
談

室
や
最

寄
り
の
税
務

署
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

も
う
納
め
ま
し

た
か
 

 

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
早
め
に
 

 

申
告
書

に
住
所
 

や
氏
名
、

扶
養
 

広
報
紙

の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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